
村のできごと

2

July.2014.public relations of niijima

島
じ
ま
ん
２
０
１
４
開
催

天
宥
法
印
墓
前
祭

　

5
月
24
日
、
25
日
に
港
区
の
竹

芝
ふ
頭
公
園
で
、
伊
豆
諸
島
・
小

笠
原
諸
島
の
2
町
7
村
が
そ
れ
ぞ

れ
の
文
化
や
特
産
品
な
ど
を
紹
介

す
る
「
東
京
愛
ら
ん
ど
フ
ェ
ア
島

じ
ま
ん
２
０
１
４
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

2
年
に
1
度
の
、
こ
の
『
島
じ

ま
ん
』
で
は
、
舛
添
東
京
都
都
知

事
も
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
ス
テ
ー

ジ
で
は
、「
さ
か
な
ク
ン
の
世
界

一
受
け
た
い
お
魚
授
業
」
や
各
島

の
太
鼓
や
踊
り
な
ど
を
始
め
と
し

た
『
愛
ら
ん
ど
ス
テ
ー
ジ
』、
各

島
の
特
産
品
が
集
合
し
た
『
島
グ

ル
メ
』
コ
ー
ナ
ー
、
各
島
伝
統
工

芸
の
体
験
が
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
な

ど
様
々
な
催
し
が
あ
り
、
来
客
数

は
過
去
最
高
の
10
万
609
人
（
前
回

8
万
7
千
人
）
に
も
な
り
ま
し
た
。

新
島
村
か
ら
は
『
愛
ら
ん
ど
ス
テ
ー

ジ
』
に
「
式
根
島
大
漁
太
鼓
」
の

皆
さ
ん
と
、
フ
ラ
の
「
ア
ロ
ヒ
・

ア
イ
ラ
ナ
・
ヌ
ー
キ
マ
」
の
皆
さ

ん
と
「
風
神
組
」
の
皆
さ
ん
、
ま

た
式
根
島
出
身
の
歌
手
「
夏
一
」

が
参
加
し
、
会
場
を
沸
か
せ
ま
し

た
。

　
『
島
グ
ル
メ
』
コ
ー
ナ
ー
の
物
販

ブ
ー
ス
で
は
、
に
い
じ
ま
漁
協
、

JA
島
し
ょ
新
島
店
、
水
産
加
工
組

合
、
新
島
村
商
工
会
、
お
魚
サ
ー

ビ
ス
、
飲
食
ブ
ー
ス
で
は
、
池
村

商
店
が
参
加
し
、
完
売
と
な
り
ま

し
た
。

　

伝
統
工
芸
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
や
な
工
房
さ
ん
が
シ
ー
ボ
ー

ン
ア
ー
ト
（
貝
殻
ア
ク
セ
サ
リ
ー
）

制
作
を
実
施
し
大
盛
況
で
し
た
。

▲アロヒ・アイラナ・ヌーキマ ▲新島風神組 ▲夏一

▲式根島大漁太鼓

　

6
月
8
日
（
日
）、
山
形
県
鶴

岡
市
羽
黒
町
の
出
羽
三
山
神
社

の
天
宥
別
当
墓
参
講
御
一
行
が

来
島
し
、
第
38
回
天
宥
法
印
墓

前
祭
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

儀
式
は
午
後
5
時
に
、
ほ
ら

貝
の
合
図
で
始
ま
り
、
墓
前
で

祝
詞
、
松
尾
芭
蕉
の
追
悼
文
を

読
み
上
げ
供
養
し
ま
し
た
。

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

　

6
月
8
日
（
日
）、
勤
労
福
祉

会
館
に
て
『
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
省
略
）

【
一
般
男
性
の
部
】

１
位　

梅
田　

力
良

２
位　

鈴
木　

隼
人

【
一
般
女
性
の
部
】

１
位　

木
村　

美
海

２
位　

野
口　

明
子

【
中
学
生
の
部
】

１
位　

百
井　

  

勇
海

２
位　

梅
田　

  

澪

【
小
学
生
の
部
】

１
位　

木
村  　

蔵
武

２
位　

釜　
　

  

翔
太
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広報にいじま 7月号

か
め
り
あ
丸
最
終
就
航

ゴ
ミ
０
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ

の
ご
協
力
に
感
謝

新
島
・
式
根
島

　

消
防
団
春
季
訓
練

　

6
月
1
日
（
日
）
に
行
な
わ

れ
た
「
統
一
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
・
村
内
一
斉
清
掃
」
に
は
住

民
の
皆
様
、
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
道
路
や
空
き

地
周
辺
な
ど
す
っ
か
り
き
れ
い

に
な
り
ま
し
た
。

　

ほ
ん
の
少
し
の
時
間
で
も
、

み
ん
な
で
協
力
し
て
掃
除
を
す

る
と
村
内
の
環
境
も
見
違
え
る

よ
う
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
短
い
時
間
で
い

い
と
思
い
ま
す
。
自
宅
周
辺
や

公
共
の
空
き
地
な
ど
、
声
を
掛

け
合
っ
て
掃
除
し
て
下
さ
る
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

６
月
８
日
（
日
）、
か
め
り
あ
丸

最
終
就
航
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
新
島

港
、
野
伏
港
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

観
光
協
会
が
中
心
と
な
り
進
め

た
今
回
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
多

く
の
方
々
が
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

　

新
島
港
で
は
「
新
島
風
神
組
」
の

演
奏
や
新
島
小
学
校
の
生
徒
が
作

成
し
多
く
の
方
が
寄
せ
書
き
し
た

横
断
幕
が
船
長
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

6
月
4
日
（
水
）
に
式
根

島
、翌
5
日
（
木
）
に
新
島
で
、

東
京
都
消
防
訓
練
所
か
ら
教

官
を
招
き
、
消
防
団
の
春
季

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
東
京
都
消
防
訓

練
所
長
の
講
義
、
規
律
訓
練
、

無
線
運
用
訓
練
、
火
点
遠
方

を
想
定
し
た
ポ
ン
プ
連
結
訓

練
な
ど
、
丸
一
日
か
け
て
緊

急
時
に
必
要
な
知
識
を
身
に

つ
け
ま
し
た
。

　

野
伏
港
で
は
「
夏
一
」
の
演
奏

や「
く
さ
ヤ
ー
マ
ン
」が
駆
け
つ
け
、

会
場
を
賑
わ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
島
じ
ま
ん
２
０
１
４
」

で
多
く
の
方
か
ら
寄
せ
書
き
を
も

ら
っ
た
横
断
幕
が
船
長
に
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
か
め
り
あ
丸
」
は
昭
和
61
年
、

老
朽
化
し
た
「
ふ
り
い
じ
あ
丸
」

の
代
替
船
と
し
て
就
航
し
、
東
京

〜
伊
豆
諸
島
間
を
28
年
間
結
ん
で

き
ま
し
た
。

式
根
島
消
防
団

　
　

辞
令
伝
達
式

　

6
月
2
日
（
月
）、
式
根
島

支
所
に
て
式
根
島
消
防
団
辞

令
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
良
一
さ
ん
が
式
根
島
消

防
団
長
に
任
命
さ
れ
、
前
団

長
の
前
田
貢
市
さ
ん
が
任
期

満
了
で
退
団
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
島
消
防
団
で
は
、
副
団

長
の
植
松
健
さ
ん
が
退
団
さ

れ
、
新
た
に
百
井
信
吉
さ
ん

が
副
団
長
に
任
命
さ
れ
ま
し

た
。
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３
地
区
に
て
住
民
公
聴
会
を
開
催

　

5
月
19
日
（
月
）
に
若
郷

地
区
、
6
月
2
日
（
月
）
に

本
村
地
区
、6
月
3
日
（
火
）

に
式
根
島
地
区
と
そ
れ
ぞ
れ

で
住
民
公
聴
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

若
郷
地
区
は
43
人
、
本
村

地
区
は
38
人
、
式
根
島
地
区

は
58
人
の
住
民
の
方
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
ご
参
加
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲式根島住民広聴会

　

役
場
か
ら
は
、
小
澤
村
長

を
は
じ
め
各
課
長
が
出
席
し
、

住
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・

ご
要
望
等
に
答
え
ま
し
た
。

　

各
地
区
の
住
民
広
聴
会
の

詳
し
い
内
容
は
、
別
紙
の
広

報
に
い
じ
ま
お
知
ら
せ
版
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

企
画
調
整
室

　
　

☎
（５）
０
２
０
４
内
線
203

▲本村住民広聴会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新島村博物館　☎（５）７０７０

「ママ下ケーブル跡」・「コレラ病罹
りさい

災の碑」の案内板
　新島村文化財保護審議会にて調査・審議をすす
めていた案内板が 26 年 3月にできあがりました。
　獄門塚と並んで同所に設置してあった「コレラ
病罹災の碑」を供養塔がある留山へ、昭和初期頃、
コーガ石や砂鉄・トジ・豚などを出荷するため、
港代わりに利用
された「ママ下
ケーブル跡」を
ママ下に、案内

板をそれぞれ設置しました。今後も文化財保護審議
会では、調査した資料について住民の皆さんに「広
報にいじま」に掲載し周知して行きたいと思います。
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　新島村文化財保護審議会

博物館だより

▲コレラ病罹災の碑

企画展のお知らせ「昆虫の世界展」

　　▲ママ下ケーブル跡

　地球上に生息している昆虫類は、約 120 万種といわれ、その数は全動物の 80％以上にもなり
ます。昆虫は私達の身近に見られる種類のほか、極寒の北極圏や高山から灼熱の熱帯や砂漠まで、
さまざまな環境に生息しています。昆虫の大きさは多くの種類で体調 1cm以下ですが、特に東
南アジアや南アフリカの熱帯地域では、巨大なカブトムシやクワガタムシなどが見られます。ま
た、美しいチョウや奇妙な形の種類など、多様な昆虫類が生息しています。今回の展示に於いて
はそれらの内の一部分を紹介します。
開催期間　：　平成 26年 7月 5日（土）～平成 27年 2月 20 日（金）
場　　所　：　新島村博物館２階


